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令和２年度第１回佐渡市地域自立支援協議会 議事録  

日時・場所 
日時：令和２年６月２６日（金）午後１時３０分～午後３時００分まで 

会場：トキのむら元気館 コミュニティホール 

議 題 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１）第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の策定に係る 

アンケート調査票（案）について 

３ その他 

４ 閉 会 

会議の公

開・非公開 
公開 

参加者 

（１）医療機関を代表する者 

 ・佐渡総合病院            副院長  岡崎 実 

 ・真野みずほ病院           事務長  阿部 一也 

 

（２）障害福祉サービス事業所を代表する者 

 ・社会福祉法人佐渡市社会福祉協議会  事務局長 細木 寅雄 

 ・社会福祉法人佐渡福祉会       理事長  彈正 佼一 

 ・社会福祉法人しあわせ福祉会     常務理事 山田 秀夫（欠席） 

 ・社会福祉法人とき福祉会       理事長  末武 正義 

 ・社会福祉法人佐渡国仲福祉会     理事長  本間 攻 

 

（３）関係行政機関の職員 

 ・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 部長   儀同 政宏 

 ・佐渡市教育委員会          教育長  渡邉 尚人 

 

（４）市長が必要と認める者 

 ・佐渡市手をつなぐ育成会       会長   佐藤 美惠子 

 ・佐渡地域精神障害者家族連合会    会長   山本紀美代（座長） 

 ・佐渡市民生委員児童委員協議会    理事   白井 榮一 

 ・佐渡連合商工会           副会長  村川 一嘉（欠席） 

 ・佐渡市身体障がい者福祉協議会    会長   山城 一雄 

 ・佐渡公共職業安定所         所長   刀根 雅人 

 ・新潟県立佐渡特別支援学校      校長   齋藤 千賀子 

 ・佐渡市障がい者相談員        代表   信田 恵子 

出席者 計１５名（２名欠席） 
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総合企画

部員 

・佐渡地域振興局 健康福祉環境部    主査      武井 珠美 

・相談支援事業所 こもれび       管理者     田中 香織 

・相談支援事業所 はまなすの家     相談支援専門員 原田 恭子 

・障がい者就業・生活支援センターあてび 管理者     石川 和順 

・相談支援事業所 さど         相談支援専門員 金子 奈津美 

・新潟県新星学園            学園長     田代 健一 

・相談支援センター そらうみ      相談支援専門員 本間 奈美 

・相談支援事業所 愛らんど       相談支援専門員 奥村 拓也 

・新潟県立佐渡特別支援学校       進路指導主事  堀端 嘉彦 

・子ども若者相談センター        保育支援専門員 齋藤 朋子 

計 10 名 

事務局 

・社会福祉課              課長      市橋 法子 

課長補佐    知本 政則 

障がい福祉係長 堀 資多可 

                    社会福祉士   牧野 未来 

                    社会福祉士   菊池 奏江 

                    精神保健福祉士 塚本 あすか 

計６名 

資 料 

・令和２年度第 1回佐渡市地域自立支援協議会 会議次第 

・令和２年度第 1回佐渡市地域自立支援協議会 参加者名簿 

・資料１ 佐渡市第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の策定 

について 

・資料２ 国基本指針の概要 

     （第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画に係る基本指針の見直しについて） 

・資料３ アンケート調査項目一覧（案） 

・資料３－① 障がい児アンケート調査票（案） 

・資料３－② 障がい者アンケート調査票（案） 

進行及び

協議内容 

１．開会 

[事務局進行] 

＜配布資料の確認＞ 

＜社会福祉課長あいさつ＞ 

＜参加者自己紹介＞ 

＜座長の選出＞ 

「佐渡市地域自立支援協議会開催要綱第４条１項により、参加者の互選によ

って、定められるとされている。ここで参加者の意見を頂きたい。」 

「事務局に一任（参加者より）」 

「事務局案として、座長を佐渡地域精神障害者家族連合会の山本会長にお願

いしたい。」 
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「異議なし（参加者より）」 

＜座長に議事進行依頼＞ 

＜座長よりあいさつ＞ 

 

 [座長進行][事務局内容説明] 

２．議題 

（１）第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の策定に係る 

アンケート調査票（案）について 

 

 ＜事務局より一括説明＞ 

 

 ＜質疑・意見＞ 

 ・佐渡公共職業安定所所長 刀根氏 

 「前回の障がい福祉計画の策定時にもアンケート調査を実施されていたの

か。アンケート項目として少し多いなと感じた。今回のアンケートで新た

な項目を追加したとの説明であるが、どこの項目を追加してどの項目を削

除したのか。」 

 

・事務局 堀 

 「前回もアンケート調査を実施しました。前回は、障がい者福祉計画の策

定もあったので、スポーツ・芸術などの社会参加や生活全般についての設

問を多く取り入れました。今回のアンケートでは、国のマニュアルに沿っ

て、障がい者の基本情報及び障がい福祉サービスの利用意向を中心に作成

しました。」 

 

・佐渡福祉会理事長 彈正氏 

 「資料２の３の成果目標の①施設入所者数の１．６％以上削減及び地域生

活への移行について、我々の運営している施設が成り立たなくなるのでは

ないかと思う。この問題は、前々から言われたことではあり、当法人では、

施設入所者 50 人を 40 人に減らして、地域移行のサービスの充実に繋げよ

うと当時の佐渡市と協議したが現実には至っていない。また、④の福祉施

設から一般就労への移行等についても、市の目標を設定するにあたり、是

非部会でどういった考え方で数値を出すのか協議していただきたい。それ

から⑥相談支援体制の充実・強化について、当法人で相談支援事業をやっ

ている。維持していくのがやっとというかたちである。これ以上、人員面

で充実強化は困難である。」 

 

・事務局 市橋課長 
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 「計画策定するうえで、毎回困るのが、国の目標と市のニーズの乖離であ

ります。国は、入所施設から地域へと言うけれども、地域に資源がない。

その地域はどうすればいいのかというところで、でもやっぱりこの目標に

近づけなさいというのが国のほうで言われることであります。佐渡のニー

ズと国の目標に開きがあれば、近づけるための努力はしなければいけない

と思いますが、それが本当に佐渡の方々が望んでいることなのかどうか本

当に必要とされているサービスなのかどうか今回のアンケートで見出しな

がら協議をしてまいりたい。また、岩の平・第二岩の平が設置したときの

状況、それから地域の状況の変化も踏まえて、自立支援協議会や部会の中

でも協議しながら、計画を策定させていただきたい。それと、一般就労の

関係においても、一人でも多くの方々が一般就労というのは希望ではあり

ながら、様々な障がいがあり、特性があり難しいところも現実なので、部

会の中で進捗等を説明しながら、協議することが必要であります。最後に

相談支援体制の充実について、事業所の方々がもうフル回転だなと思いま

す。体制強化及び財政支援などを県や国に要望します。」 

 

・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 儀同氏 

 「今回のアンケート調査について、市独自の項目のようなものがあるか。」 

 

・事務局 堀 

 「基本的には国のモデルに合わせた調査票ですが、市独自の項目としては、

住まいと暮らしについての医療機関の受診状況です。」 

 

・佐渡特別支援学校校長 齋藤氏 

 「昨年度高等部の 3 年生が進路先に希望していた日中活動系のサービスで

利用者が多くて、週 5 日のサービスの利用は難しいとか受け入れが厳しい

なかで、市の福祉担当者、基幹相談支援センターや相談支援事業所の皆様

に本当に尽力いただいたことについて本当に感謝します。併せて、本校の

在籍している生徒の今後の将来を考えると福祉サービスの利用が必須であ

り、今回このような形でアンケート調査を行われる。保護者の方もまだわ

かっていない方が非常に多くそういう意味でもこのアンケート調査が本当

に大変ありがたいと思う。両親共働きの関係が多いので、その方達が安心

して働いていけるようにするために是非このアンケート調査でいろいろな

改善が図られることを期待したい。」 

 

 他、意見無し。 

 

３ その他 
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新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金（障害福祉サービス等分） 

相川グループホーム施設整備について 

 

 ＜事務局より説明＞ 

 ＜新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部部長儀同氏より新型コロナウイス

ル感染状況について説明＞ 

 ＜佐渡福祉会より新型コロナウイルス防止対策について説明＞ 

 ＜とき福祉会より相川グループホーム施設整備状況について説明＞ 

 

 他、意見無し。 

 

＜座長よりあいさつ＞ 

＜座長終了＞ 

 

[事務局進行] 

４．閉会 

 

備 考 
 

 


